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【研究内容】 
１）化学発光法を利用した抗酸化能の評価 
２）チーム基盤型学習（TBL）を導入したアクティブラーニン
グ促進に関する研究 
 
【研究目的】 
１）農作物および機能食品における抗酸化能について、化学発光法を利用して評価し、これらにおける付加価値

を付与する。また、対象中に含まれる抗酸化能を示す化合物を見出すことで類似の食品に対する抗酸化能の

可能性を示唆する。 
２）チーム基盤型学習（Team-Based Learning, TBL）を取り入れた学習方略を設計し、学習者の能動的な学習
姿勢の定着を目指す。 

 
【今後の展開】	

１） 地元農作物からの抽出物をサンプルとして、活性酸素および活性窒素に対する消去能について化学発光法を
用いて評価する。 

２） 教育プログラムに参画し、内容に即したチーム基盤型学習をデザインして学習者のアクティブラーニング促
進に貢献する。 

  
【主な研究テーマ／実績テーマと内容】	

１） 活性酸素は生体に存在しており、エネルギー産生や異物除去に深く関わっている。通常の生体では活性酸素
の発生および消去がバランスよくコントロールされているが、何らかの因子によりそのバランスが破綻し活

性酸素が増えてしまうと悪影響を及ぼし、様々な疾患が引き起こされると言われている。活性窒素も活性酸

素と同様に生体に悪影響をおよぼすものがあることも知られている。そのため、活性酸素および活性窒素を

除去する能力を有する食物は“抗酸化能を有する”として健康維持の観点から注目を受け、このような食物

には商品的付加価値が与えられる。本法は、活性酸素種存在下においてルミノールが発光することを利用し

ている。この時、反応条件を変更することで種々の活性酸素（過酸化水素、一重項酸素、スーパーオキシド）

や活性窒素（ペルオキシナイトライト）によるルミノールの化学発光を観察することができる。本法はこれ

を利用し、反応系に農作物由来の抽出物を添加して化学発光に対する消失効果を測定することで、サンプル

の抗酸化能を評価する。抗酸化能が認められたサンプルにおいては、極性等に基づいて分画・抽出を行い、

抗酸化能を示す化合物の同定を目指す。本テーマは比較的簡便かつ短時間に評価を行うことが可能であり、

地元農産品などにおける抗酸化能の評価に有用な手段であると思われる。	

	

２） チーム基盤型学習（Team-Based Learning, TBL）はアクティブラーニングを促進させる学習技法の一つで
あると言われている。TBLは、国内では医学系教育機関などで広がりを見せている教育手法であり、受講生
の「自ら考え、積極的に実践する」ことや、「チーム内で知識を共有し、より深く学習する」ことに効果があ

ると言われている。TBLは、学習者が数名のチームを形成して課題に取り組み、チームとしての成果とチー
ムへの貢献度が個人の評価に反映されるものである。TBL では学習者が積極的かつ楽しく学ぶ仕組みが用
意されており、主に《予習：課題に対する自己学習》・《個人テスト：予習に基づく確認試験》・《チームテス

ト：個人テストと同様の問題に対するチームでの議論・解答》・《応用問題：課題に対する発展的問題をチー

ムで議論・解答》・《ピア評価：チームの成果に対するメンバー間の相互評価》から構成される。本テーマで

は、講義や演習などの教育プログラムに TBL の手法を導入し、プログラム後にパフォーマンス評価および
アンケートを行うことで受講生の能力獲得や学習姿勢に対する効果を検証する。私はこれまでに学部内の学

生実習において TBL を導入した経験があり、受講生の能動的な学習姿勢の獲得や広く深い学習に役立った
ことを報告している。TBLはデザイン次第で様々な分野に応用できると考えられるため、学習者のアクティ
ブラーニング促進の一助となる可能性を有している。	

 
【企業との共同研究の実績】 
なし	

	


